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子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

葉っぱに触れて遊ぶ

子どもの言葉・姿 写真

・地面に落ちている葉を見る。

・すぐに両手で落ち葉をすくい、上に投げて降らせ

る。

A「しゃらしゃらー」

B「そーれ、そーれ」

・Aが上に投げて降らせる遊びを始めると他の子も真

似をする。

A「まつぼっくりかな」

・友だちと顔を見合わせて笑いあう。

・葉を選びながら拾っては手から離すことを繰り返

す。

A「せみだー」

・葉に付いているせみの抜け殻を見つけ、拾う。

A「さわる？」

・他の３人はせみの抜け殻を見て後ずさりする。

B「あっ、あったー」

・緑色の葉っぱを見つけて他の地面に落ちている葉

とは色が違うことを知らせてくる。

C「しゃかしゃかしゃかー」

・周辺を歩いてたくさんの落ち葉を踏む。

D「はっぱやったー」

・自由に歩き、日なたのところに行く。

A「あったかーい」

B「あったー」

・地面から緑色の葉が生えているのを見つける。

D「なんかおとがする」

・葉っぱを踏む足音を聞いて保育士に言う。

D「なんかおとがする」

・片手を耳に近づけて繰り返し言う。

・園庭や近隣の公園に落ちている葉っぱを見て指をさした

り、「はっぱー」と言いながら拾い保育士に見せようとす

る。

・たくさんの葉っぱを見てどのような反応を示すのか。

・身近な自然物に興味を持ち、触れてみる。

・友だちのやっている遊びを見て真似をしようとする。

そこから遊びの楽しさを見つけ、繰り返し楽しんだり、声

やことばを発して自分の思いを伝えようとする。

・どんぐり公園で行う。

・探索する範囲を決め、一人ひとりの行動がしっかり見守

れるようにする。

・友だちがやっていることに興味を持ち、「やってみた

い」という気持ちを持てるようにする。

近隣の公園に入ると地面にたくさんの落ち葉があり、

子どもたちから進んで近づき、すぐに落ち葉を拾った

りすくってみるなどの遊びが始まっていて、自然物に

興味を持っていることがすぐに分かった。落ち葉から

色の違いや踏むと音が鳴ることに気づいていたのには

驚いた。今回は戸外で生活音も多かったので次回は室

内で葉っぱに触れたりすることでの発見や気づき、遊

びの発展などを知りたいと思った。

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく


